
国家基幹技術として、宇宙から深海底下まで、わが国の総合的安全保障に不可欠な観測・探査
活動（地球観測、災害監視、資源探査） の基盤となるシステムを確立する。

・全人類的課題である地球環境
問題への対応

・温室効果ガスの全球濃度の分
析・把握

・異常気象等、気候変動の解明
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・世界に先駆けて海底・深海底下
の探査、資源採取技術を確立

・衛星・海底探査機等による広範
囲での資源探査

資源探査

深海底ライザー掘削技術

独自の大深
度掘削技術
の獲得

海洋環境、
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地震発生帯、海
底資源帯等の深
海底下（最高
7000ｍ）を掘削

極限微生物の採取

・地震・津波、集中豪雨、噴火
等の自然災害の監視

・海溝型巨大地震の解明研究
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意志決定支援
「情報」の提供

研究機関

関係省庁等

【地球温暖化】
【水循環】
【生態系】

＜事業主体＞
東京大学

JAXA
JAMSTEC

【地震・津波】
【地殻構造】

＜連携機関＞
防災科研
気象庁
産総研

JAMSTEC
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など

地球観測

災害監視 資源探査

データの共用化など

データ統合・解析

既存プラットフォーム
（観測船、ﾌﾞｲ、降雨ﾚｰﾀﾞｰ、観測ｽﾃｰｼｮﾝ等）

次世代型深海探査技術
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国家基幹技術「海洋地球観測探査システム」推進体制

科学技術・学術審議会 研究計画・評価分科会 地球観測推進部会

地球観測に係る国家基幹技術検討作業部会

次世代海洋探査技術

開発主体：海洋研究開発機構（JAMSTEC）
• 次世代海洋探査技術に係る研究開発計画の作成、
管理、評価対応

• データ統合・監視システムの関連業務

衛星観測監視システム

開発主体：宇宙航空研究開発機構（JAXA）
• 衛星観測監視システムに係る研究開発計画の作成、
管理、評価対応

• データ統合・監1視システムの関連業務

データ統合・解析システム（地球観測分野）

開発主体：東京大学、JAXA、JAMSTEC
•データ統合・解析システムに係る研究開発計画の作成、管理、評価対応

海洋地球観測探査システム推進本部
構成員：開発局審議官、関係課室長、JAXA、JAMSTEC、東京大学
• プロジェクト全体の実施計画（実施戦略）の作成・修正
• プロジェクト管理
• 研究開発計画の調整・重点化
• CSTP評価への対応

海洋開発分科会

次世代海洋探査技術委員会
宇宙開発委員会

マネージメントの

有効性・効率性の評価

地球環境科学
技術委員会

進捗状況の報告 進捗状況の報告評価・助言 評価・助言

評価・助言

進捗状況の報告 進捗状況の報告

進捗状況の報告 実施戦略の提示

実施戦略の提示 実施戦略の提示
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